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第１回
４/６ エックス線検査の

意義

【授業の一般目標】
放射線とは何かを知り、歯科医療におけるエックス線検査
の役割を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)放射線とは何かを説明する。
2)歯科医療におけるエックス線検査の役割について説明す
る。
3)画像検査の目的と意義を説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊平原　尚久

歯科衛生士講座　歯科放射線学　永末書店

歯科放射線診断　teaching file　　編著者　金田　隆、倉林　亨 他　砂書房
Case Based Review 顎口腔領域の疾患　編著者　金田　隆、久山　佳代　永末書店

最新歯科衛生士教本／歯科放射線　　医歯薬出版

定期試験（100％）に出席状況、授業態度を考慮する。
また、６０点に到達しない場合は再試験を行い、評価する。

歯科医師の実務経験を活かして歯科臨床におけるエックス線検査の重要性を教授する。
エックス線検査は有益な情報をもたらすと同時に被曝という問題も抱えている。

それらの利点・欠点を十分に理解し、放射線学の意義を学ぶこと。

　　　科目名　「　歯科放射線学　」

科目責任者

金田　隆

＊平原　尚久、＊村岡　宏隆、＊徳永　悟士

放射線は歯科臨床において欠かすことのできない一分野であり画像機器の進歩に伴い診断にお
ける画像検査の占める割合が増えつつある。しかしながら放射線は放射線障害という問題をか
かえているために放射線の利益および害を理解し、人体における放射線の生物学的影響や防護
が重要となっている。これをふまえて将来歯科衛生士になるにあたり、自身の役割を認識し、
放射線を安全かつ有効に扱えるようになるために必要な基礎知識を修得することを目的とす
る。



第２回
４/１３

エックス線と
その性質

【授業の一般目標】
エックス線についての物理的特性を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)エックス線とは何か説明する。
2)エックス線の単位について列記する。
3)エックス線の性質について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊村岡　宏隆

第３回
４/２０

放射線の
人体への影響

【授業の一般目標】
放射線の人体への影響を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)エックス線の為害性について説明する。
2)放射線の人体に与える影響について説明する。
3)放射線防護の方法について列記する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊徳永　悟士

第４回
４/２７

放射線防護の
基本概念

【授業の一般目標】
放射線防護の必要性を知り、その方法を修得する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)放射線防護の原則を説明する。
2)放射線防護の方法を知る。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊平原　尚久

第５回
５/１１

デジタル画像と
エックス線フィル

ム

【授業の一般目標】
デジタル画像やデジタルを用いた撮影法について知る。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)エックス線フィルム撮影とデジタル撮影について比較す
る。
2)エックス線フィルムの特性について説明する。
3)現像の方法、現像の失敗について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊村岡　宏隆



第６回
５/１８

口内法
エックス線検査

【授業の一般目標】
口内法エックス線撮影の種類について知り、それぞれの撮
影の意義を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)口内法エックス線撮影の種類について列記する。
2)二等分法、平行法、咬翼法、咬合法それぞれの撮影方法
について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊徳永　悟士

第７回
５/２５

口内法エックス線
撮影の実際と

歯科衛生士の役割

【授業の一般目標】
口内法撮影を行う際の歯科衛生士の役割を理解し、修得す
る。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)スタンダードプレコーションについて説明する。
2)撮影前準備について列挙する。
3)撮影時の位置づけについて列記する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊平原　尚久

第８回
６/１

パノラマ
エックス線検査

【授業の一般目標】
パノラマエックス線写真について理解し、撮影時の歯科衛
生士の役割を理解し、修得する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)パノラマエックス線撮影について説明する。
2)撮影前準備について列挙する。
3)撮影時の位置づけについて列記する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊村岡　宏隆



第９回
６/８

口外法
エックス線検査

【授業の一般目標】
口外法エックス線撮影の種類について知り、それぞれの撮
影の意義を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)口外法エックス線撮影の種類について列記する。
2)P-A法，Warters法，セファロ撮影のそれぞれの撮影方法
について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊徳永　悟士

第１０回
６/１５

CT.CBCT

【授業の一般目標】
CTの原理について知り、歯科領域での必要性について理解
する。CBCTの歯科領域への応用について理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)CT，CBCTの原理について説明する。
2)CT，CBCTの歯科領域での利用について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊平原　尚久

第１１回
６/２２

MRI

【授業の一般目標】
MRIの原理について知り、歯科領域でどのように使用され
ているかを理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)MRIの原理について説明する。
2)MR検査の歯科領域での利用について説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊村岡　宏隆



第１２回
６/２９

超音波検査・
核医学検査

【授業の一般目標】
超音波および核医学検査の原理について知り、歯科領域で
どのように使用されているかを理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)超音波検査，核医学検査の原理について説明する。
2)超音波検査，核医学検査の歯科領域での利用について説
明する。　　　　　　　　　　　　　　　　　【準備学修
項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊徳永　悟士

第１３回
７/６

歯および
歯周組織の病変
炎症性疾患の
画像診断

【授業の一般目標】
主に口内法、パノラマエックス線画像を用いた歯、歯周組
織の画像診断を身につける。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)歯槽骨吸収，歯石の診断を行う。
2)齲蝕、根尖病巣の診断を行う。
3)炎症性疾患の診断を行う。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊平原　尚久

第１４回
７/１３

囊胞および
腫瘍の画像診断

【授業の一般目標】
パノラマおよびCT，MRI画像を用いた嚢胞、腫瘍の画像診
断を知る。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)嚢胞の画像診断を説明する。
2)腫瘍の画像診断を説明する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊村岡宏隆



第１５回
７/２０

放射線治療
まとめ

【授業の一般目標】
放射線治療の概念を知り、具体的な治療法を理解する。
【行動目標（SBOs)】
「臨床経験に基づき以下の内容を教授する。」
1)放射線治療について説明する。
2)放射線学について再確認する。
【準備学修項目・時間】
　　予習時間：４５分，予習内容：教科書の当該箇所
　　復習時間：４５分，復習内容：教科書の当該箇所
【アクティブラーニングの有無】
無
【学修方略（LS)】
教科書およびレジュメ、スライドを用いて行う。

＊徳永　悟士


	注釈あり

